
 
 
 

    

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１８９ 

令和６年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口 TEL 922-2461） 

人 口 14,020 世帯数 7,018  

令和６年 11 月 1 日現在 

 

１２月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

  

 
 

大歳地域交流センター 

公式Ｘ（Twitter）アカウント 

陸上レクスポーツでは、地区体

育祭で優秀な成績を収められた

中矢原分館、岩富分館をはじめ、

大歳地区住民のみなさんのご協

力の元、チームを結成しました。 
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展示作品の一例 



 

  

令和６年１２月            大歳交流センターだより            Ｎｏ.１８９ 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

１日(日) 交流センター大掃除（8：00～9：00） 

２日(月) 燃やせないごみの日 

７日(土) 大歳おしごと体験 

８日(日) 大歳体育振興会長杯争奪少年サッカー大会 

１１日(水） 母子相談 

１２日(木) 金属・小型家電製品の日 

１３日(金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

１４日(土) カローリングクラブ（9:00～）  

※７日(土)のカローリングクラブは実施しません 

１６日(月) ヨガ体験教室（10:00～） 

１８日(水) びん・缶の日 

食推さんの料理講座（10:00～12:00） 

２０日(金) パソコン相談（受付 10：00～10：30） 

         太陽クラブ【クリスマス会】（10:00～） 

２１日(土) みんなの広場（13:30～16：00） 

２２日(日） お正月の輪飾りづくり（14:00～17：30） 

２３日(月) 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２６日(木) 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

２７日(金) ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 

【大歳地区１２月の行事予定】 

 

  
 

要申込要申込

要申込
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小郡遥拝所の建立   その２  石州街道は参道 

「西のお伊勢さま」 まいり  

 山口大神宮は、永正１７（１５２０）年に、大内義興が伊勢神宮の分霊を山口に勧請して創建された神社です。

伊勢神宮は内宮（天照大神）と外宮（豊受大神）がありますが、江戸時代のお伊勢まいりは、外宮の豊受大神（農

業の神様）の参拝者が多かったといいます。外宮では、御師を全国各地に派遣し、御札や暦を売り、宣伝活動や

宿舎の手配などをし、お伊勢まいりを勧めていました。しかし、九州や本州の西国の人々にとっては、伊勢はあ

まりにも遠く、費用がかかりました。このため、山口大神宮を参拝することになり、山口大神宮は九州や四国・

石見地方からの参拝者、特に九州の筑豊地方（福岡・大分県）からの参拝者が多く、大変賑わったといいます。

「山口大神宮誌」（註１）よると、「当宮の信仰は西の大神宮とも呼ばれたように、西国に広く信仰せられていた。

今日、国東半島地方で本宮から頒布せられた大麻
おおぬさ

を民間でもみることがあるが、大内時代から豊前、筑前または

石見地方から参拝者が多かった。・・・大内時代には年末には当宮からも御玉串暦本等頒布したと伝えられる。

豊築地方では一生一度は必ず山口大神宮に参拝せねばならぬ。山口大神宮に参拝した娘でなくては嫁にもらわぬ

とまでいわれたこともある。」とあります。また、幕末の山口大神宮が代官所にだした遙拝所建立の要望書（註２）

にも「・・・、建立が急がれます理由は、当月から当社の手代が筑前・筑後・豊前・豊後を回り、参詣の手配・・・」

とあり、幕末に参拝者の勧誘が、九州の筑豊地方に組織的に行われていたことがわかります。 

石州街道は参道  
 九州などの山口大神宮の参拝者は、山陽道の小郡・津市から石州街道に入り、山口大神宮に参拝していました。

「小郡町史」（昭和５４年発行）によると「山口大神宮の案内所として、当時（幕末）、山陽道本筋であった津

市角に大灯籠があり、そばに、楼門があった。道路拡張工事によって、楼門は解体され、大灯籠は大神宮（小郡

遙拝所）下の参道筋に移転されている。高さは２１尺（約

６ｍ）の大灯籠で、表に「山口大神宮」とあり、裏面には

「天保１１（１８４０）年春、世話人・・・・・。台座に

は方位を示すための大阪・江戸」とあります。（註３）中世か

ら近世にかけて、石州街道は山口大神宮のお参りの道、参

道でした。幕末、参拝者が、津市の大灯籠で道を確認し、

楼門をくぐり、石州街道を東に向かい、宿駅の黒川市を抜

け、山口大神宮に向かっていく歩く姿が想像できます。し

かし、幕末の情勢下、山口に入る諸口に関門が設置された

以降、はるばる九州などから来た参拝者は、目的を果たせ

ず、帰国の途についていました。こうした事態に地元から

遙拝所建立の動きがでてきます。次回に続きます。 

参考資料「日本史をみなおす」田村貞雄箸。「山口大神宮

台道・小郡遙拝所の建立」広田暢久。 

（註１）山口大神宮式年遷宮奉賛会 昭和３５（１９６０）

年発行。（註２）文久３（１８６３）年１０月に山口大神

宮が出した要望書（詳細は次回）。（註３）「小郡まちか

ど見てある記 第 1 集」（小郡民報社）によると「大神宮

石灯籠は昭和 33 年ごろまで津市下の材木店のそばの座に

あった。山陽道にあたるところで、お旅所もありお祭りに 

は演芸大会などにぎわった。」とある。 

（文責：大歳史談会 白上茂樹） 

山手下の小郡遙拝所の参道筋に  
移された「山口大神宮石灯籠」  


